
○東海国立大学機構限定職員給与規程

(令和2年4月1日機構規程第57号)
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第1章　総則

(趣旨)

第1条　東海国立大学機構限定職員就業規則(令和2年度機構規則第2号。以下「限定

職員就業規則」という。)第12条第3項の規定に基づく東海国立大学機構 (以下

「機構」という。)に勤務する限定職員(以下「限定職員」という。)の給与に関

する事項は，この規程の定めるところによる。

(給与の支給)

第2条　限定職員の給与は，その全額を通貨で，直接限定職員に支払うものとす

る。ただし，法令又は労使協定(労働基準法(昭和22年法律第49号。以下「労基

法」という。)第24条ただし書に規定する協定をいう。)に基づき職員の給与から

控除すべき金額がある場合には，その限定職員に支払うべき給与の金額から，そ

の金額を控除して支払うものとする。

2　前項の給与は，限定職員から申出があった場合において，別に定める基準に該

当するときは，当該限定職員の指定する銀行その他の金融機関に対する当該限定

職員の預金又は貯金に振り込むことによって支給する。

(給与の支給日)

第3条　限定職員(フルタイム)の基本給及び通勤手当は，その月の月額の全額を毎

月17日に，超過勤務手当及び夜勤手当は，その月の分を翌月17日に支給する。た

だし，支給日(本条において，毎月17日を「支給日」という。)が日曜日に当たる

ときは支給日の前々日(当該前々日が休日に当たるときは，支給日の翌日)に，支

給日が土曜日に当たるときは支給日の前日(当該前日が休日に当たるときは，支

給日の前々日)に，支給日が月曜日で，かつ，休日に当たるときは支給日の翌日

に支給する。

2　限定職員(短時間)の給与は，翌月17日に支給する。ただし，支給日が日曜日に

当たるときは支給日の前々日(当該前々日が休日に当たるときは，支給日の翌日)

に，支給日が土曜日に当たるときは支給日の前日(当該前日が休日に当たるとき

は，支給日の前々日)に，支給日が月曜日で，かつ，休日に当たるときは支給日

の翌日に支給する。

(給与の期間)

第4条　限定職員(短時間)の給与の計算期間は，支払月の前月の初日から末日まで

とする。

第2章　本給

(基本給)



第5条　限定職員の基本給は，年俸又は時間給とする。

(年俸又は時間給の決定)

第6条　限定職員の年俸額又は時間単価は，次に掲げる区分のとおりとする。

一　限定職員就業規則第2条第1号に規定する限定職員(以下「限定職員(フルタイ

ム)」という。)のうち，次号に掲げる者以外の者　東海国立大学機構契約職

員，パートタイム勤務職員，医員，医員(研修医)及び非常勤講師等の給与に関

する規程(令和2年度機構規程第58号。以下「契約職員等給与規程」という。)

第2条第1項第1号ニを準用して得られる額

二　限定職員(フルタイム)のうち，事務員(全学)　基準年俸額2,700,000円

三　限定職員就業規則第2条第2号に規定する限定職員(以下「限定職員(短時

間)」という。)のうち事務員(全学)，事務員(部局)及び技術員　契約職員等給

与規程別表第2一般職本給表(一)相当者(特に必要と認められた者)のパートタ

イム勤務職員の項中日給及び時間給の欄を準用した額

四　限定職員(短時間)のうち東海国立大学機構限定職員の職名に関する取扱要項

(令和2年4月1日役員会決定。以下「パート職員職名取扱要項」という。)別表

に定める技能系限定職員　契約職員等給与規程別表第2一般職本給表(二)相当

者(特に必要と認められた者)のパートタイム勤務職員の項中日給及び時間給の

欄を準用した額

五　限定職員(短時間)のうち，パート職員職名取扱要項別表に定める医療技術系

限定職員　契約職員等給与規程別表第5医療職本給表(一)相当者及び医療職本

給表(二)相当者(特に必要と認められた者)のパートタイム勤務職員の時間給の

欄を準用した額

六　限定職員(短時間)のうち，就職支援アドバイザー，教務員，相談員及び学生

相談員　契約職員等給与規程第2条第1項第4号ニを準用して得られる単価

七　限定職員(短時間)のうち，スクールカウンセラー及び非常勤産業医　契約職

員等給与規程第2条第1項第7号ロを準用して得られる単価

2　前項第1号の年俸額の変更時期は，部局等の長が決定し，前項第6号及び第7号の

時間単価の変更は，4月に行うものとする。

第3章　諸手当

(通勤手当)

第7条　限定職員(フルタイム)の通勤手当は，東海国立大学機構名古屋大学年俸制

適用職員給与規程(平成17年度規程第114号。以下「年俸制職員給与規程」とい

う。)第9条の規定に準じて支給する。

2　限定職員(短時間)の通勤手当は，東海国立大学機構パートタイム勤務職員就業

規則(令和2年度機構規則第4号)。以下「パートタイム勤務職員就業規則」とい

う。)第16条の規定に準じて支給する。

(特殊勤務手当，超過勤務手当及び夜勤手当)

第8条　限定職員(フルタイム)の超過勤務手当及び夜勤手当は，年俸制職員給与規

程第10条及び第12条の規定に準じて支給する。

2　限定職員(短時間)の特殊勤務手当，超過勤務手当及び夜勤手当は，パートタイ

ム勤務職員就業規則第17条及び第19条の規定に準じて支給する。

第4章　給与の特例等

(休職者の給与)



第9条　休職となった限定職員には，給与を支給しない。

(育児休業等の給与)

第10条　限定職員(フルタイム)が東海国立大学機構職員の育児休業等に関する規程

(令和2年度機構規程第36号。以下「育児休業規程」という。)に基づき育児休業

等をする場合の給与については，年俸制職員給与規程第25条を準用する。

2　限定職員(短時間)が育児休業規程に基づき育児休業等をする場合の給与につい

ては，東海国立大学機構職員給与規程(令和2年度機構規程第54号。以下「職員給

与規程」という。)を準用する。

(介護休業者の給与)

第11条　限定職員(フルタイム)が東海国立大学機構職員の介護休業等に関する規程

(令和2年度機構規程第37号。以下「介護休業規程」という。)に基づき介護休業

等をする場合の給与については，年俸制職員給与規程第26条を準用する。

2　限定職員(短時間)が介護休業規程に基づき介護休業等をする場合の給与につい

ては，職員給与規程を準用する。

(給与相当額の減額)

第12条　限定職員が定められた勤務時間内において勤務しなかった場合(有給の休

暇及び労働義務免除期間として取り扱われる場合を除く。)は，当該勤務しなか

った時間分に相当する給与を支給しない。

2　限定職員(フルタイム)の給与相当額の減額は，年俸制職員給与規程第27条の規

程に準じて行う。

第5章　雑則

(日割計算等)

第13条　限定職員(フルタイム)の給与にかかる日割計算，端数計算及び端数の処理

については，年俸制適用職員給与規程第29条から第31条までに準じて行う。

2　限定職員(短時間)の端数計算及び端数の処理については，職員給与規程第53条

及び第54条に準じて行う。

(雑則)

第14条　この規程に定めるもののほか，限定職員の給与に関し必要な事項は，契約

職員等給与規程を準用する。

附　則

(施行期日)

1　この規程は，令和2年4月1日から施行する。

(年俸額又は時間単価)

2　機構の成立の際，限定職員就業規則附則第2項により限定職員となった者(以下

「附則第2項適用限定職員」)の年俸額又は時間給については，別に労働条件通知

書が交付されない限り，なお従前の例による。

(休職者等の給与)

3　附則第2項適用限定職員のうち，機構の成立の際現に休職者，育児休業者等及び

介護休業者の給与の適用を受けていた者についての給与は，別に発令されない限

り，なお従前の例による。

(その他)



4　附則第2項適用限定職員の施行日前の期間に係る給与に関する事項は，なお従前

の例による。


